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学 校 だ よ り 第２９号

校長閑話 COUNT DOWN 閉校まであと １８１日

暑い夏も過ぎ去り、彼岸の頃からすっかり秋めいてきました。さて、本校が長い歴史を閉じるまで残り１

８１日となりましたが、その閉校に向けて DVD の企画制作を進めています。本校や豊里地域の歴史を含めた
内容にしていこうかと考えています。その参考資料として校長室にある数冊の銚子市の歴史を綴った「銚子

市史」を引っ張り出し、本校や地域に関わりのある出来事を拾い出し付箋を添付しているところです。これ

までに知ることのなかった、銚子市の歴史に驚かされることばかりです。その中でも戦後間もない頃に、本
校は旧日本海軍の兵舎を改築して利用していた事実はありましたが、その前に銚子女子高等学校（現在の県

立銚子高等学校）がわずかな期間ではありますが利用していたということもわかりました。その当時の校舎

から卒業された方々も地域にいらっしゃることと思います。これからわかる様々なことについては、徐々に
紹介してまいります。乞うご期待を！

９月を振り返って

９月１日（火） 避難訓練

学校の中庭では百日紅の木が紅色のきれいな花を咲かせています。暦は今日から９月、長月です。長月の

由来は「夜長月」の略であるとする説が最も有力です。最近は日暮れが早くなってきました。夜が長くなる
季節へと時は確実に動いているようです。さて本日は、全校生徒による避難訓練を実施しました。これまで

の訓練方式を変更し、３密を避けるために学年別に集合で、体育館を避難場所としました。生徒一人一人は

その意義を十分に理解し、真剣に訓練に取り組みました。避難場所へ集まり、安全確認、点呼報告までの動
きは毎回手際よくなってきています。素晴らしい取組でした。

９月１４日(月）養護実習
本日は給食時に養護実習をしている学生に、「栄養不足から起こる身体の不調について」をテーマに短い時

間ではありましたが、授業展開をしてもらいました。月初めに配布される給食予定表は献立、主な材料名、

栄養価、一口メモと詳細に記されています。健康維持に必要な情報量が満載です。本日学んだことを給食予
定表と照らし合わせながらしっかりと復習したいものです。日々美味しい給食を作ってくださる、栄養士や

調理師そして配送員の皆様有難うございます。

９月１７日(木）訓練の成果

毎日午前と午後の２回、授業中の生徒の様子を見て回ります。今日もいつもと同じように午後、３年生の

家庭科の授業を見ていた時、突然生徒の全員が机の下に身を隠しました。立っている自分には感じることの
できない建物の揺れ、地震を生徒は察知することができたのです。誰もが無言で机の下に身を隠す様子は普

段の避難訓練がしっかりと身に付いている成果なのだとつくづく感じました。素晴らしい生徒たちです。

９月２５日（金）赤べこ

今日は朝からずっと雨が降っていました。秋の長雨シーズンに入ったようです。さて本日は、６、７時間

目に美術室において３年生が赤べこの絵付け活動を行いました。残念ながら今年度は修学旅行が中止になっ
てしまったこともあり、その代替え措置の一つとしてこの活動を行いました。絵付けをしている美術室だけ

は、会津若松にいるようでした。絵付け終了後は作品とともにそれぞれで記念撮影をし、校内のラウンジに

あるテーブルの上には所狭し沢山の赤べこが放牧されました。

インドはい～んど！？ ⑭
コロナウイルスの感染拡大は世界規模に及んでおり、インドはアメリカに次ぎ感染者の多い状況です。一

日の感染者数は９万人以上、これまでの感染者は５００万人を突破しています。私がインドに居住していた
２５年前は、感染症といえば蚊を媒介としたマラリアやデング熱が最も恐れられていました。その予防対

策はとにかく蚊に刺されないこと。外出する際には、防虫スプレーを露出する肌には必ず塗布することが

最善策とされました。しかし、時間とともにその効果も薄れていき、蚊に刺されていたことが何度もあ
りました。私は幸運にもマラリアやデング熱には罹患しませんでしたが、体力のない子供や老人

は罹患率が高かったようです。マラリアやデング熱ばかりではなく、コロナウイルスの感染

症に苦しむインドが早く立ち直ってくれることを望むばかりです。


